
国際総合政策学科　１８名

No. 氏　名 資　格 主　な　授　業　科　目 研　究　分　野 研究室 備　考

1 武田　英俊 教　授 金融論，国際金融論，証券市場論 経済学 1532F

2 建宮　　努 教　授 国際金融論，経営法務，簿記論，会計学 経営学 1532M

3 小副川　琢 准教授 地域研究（中東），国際関係論入門，イスラム文化 国際関係論 1522M

4 小田　正規 准教授 国際経済学，経済学，国際貿易論，経済学原論 経済政策，貿易政策，開発経済 1522G

5 筧　　正治 准教授 組織論，経営学，経営学原論，マーケティング論 経営学 1345B

6 金﨑　賢希 准教授 経営学原論，組織論，経営学，経営法務，国際経営論 経営学 1532B

7 熊木　秀行 准教授 英語Ⅱ・Ⅳ・Ⅵ，英語科教育法Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ 言語学，英語教育，外国語教育 1340B

8 杉本　宏昭 准教授 英語Ⅰ・Ⅳ・Ⅴ・Ⅵ，ビジネス英語Ⅰ・Ⅱ ヨーロッパ語系文学，外国語教育 1532K

9 武井　　勲 准教授 サブカルチャー論，調査統計論，社会学 社会学 1349B

10 矢嶋　敏朗 准教授 観光交通論，観光法規Ⅰ，旅行事業論 観光学 1532D

11 ｵﾘﾋﾞｴ ｼﾞｪﾙﾍﾞ 助　教 情報メディアリテラシー，情報処理Ⅰ・Ⅱ，情報論 情報学 1522J

12 笠原　孝太 助　教 平和学Ⅰ，国際関係論Ⅰ（理論），国際関係論入門 外交史 1344B

13 加藤　秀治 助　教 スポーツ総合 スポーツ科学 1344A

14 菅野　直之 助　教 国際法概論，国際法，国際関係論入門 国際法学 1522F

15 髙橋　力也 助　教 国際機構論，国際関係論Ⅰ（理論），国際連合論 国際法，国際関係史，日本外交史，国際法史 1552J

16 永井雄一郎 助　教 国際関係論Ⅰ（理論），国際関係論入門 国際関係論 1552L

17 本間　祥子 助　教 日本語Ⅴ，日本語教授法（理論） 日本語教育 1522D

18 眞嶋　麻子 助　教 国際技術協力論，開発教育論，国際協力論 国際関係論 1522L

国際教養学科　１３名

No. 氏　名 資　格 主　な　授　業　科　目 研　究　分　野 研究室 備　考

1 有木　永子 教　授 心理学，発達と学習，教育相談 心理学 1542F

2 冨士原雅弘 准教授 教育制度論，教育の方法・技術論，現代教職論 教育学 1552M

3 宮城　博文 准教授 地域振興論，国際観光政策，国際観光経営論 観光学 1532C

4 M.ﾃﾞﾙｳﾞｪｯｷｵ 専任講師 英語Ⅰ・Ⅲ，英語科教育法Ⅳ，英語ライティング 英語学 1340A

5 I.ﾌﾞﾗｯﾄﾘｰ 助　教 英語Ⅱ・Ⅲ・Ⅵ・Ⅷ，英文法 英語学，コンピューター支援言語学習 1552E

6 伊藤　雅俊 助　教 エスノグラフィー論，国際文化論入門，親族と婚姻論 文化人類学·民俗学 1552C

7 A.M.ｳﾞｧｰﾗ 助　教 英語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅵ 英語教育 1542J

8 大井川朋彦 助　教 英語音声学，英文法，英語学，英作文 言語学，音声学，音韻学，英語学，外国語教育 1552A

9 ｵﾘﾍﾞｲﾗ ﾃﾞｨｴｺﾞ 助　教 英語Ⅰ・Ⅴ・Ⅵ・Ⅶ・Ⅷ，英語ライティング 言語教育学 1532J

10 陳　　怡禎 助　教 サブカルチャー論，地域研究（アジアⅢ） 社会学，ジェンダー 1542H

11 P.ﾏﾙﾃｨﾈｽ 助　教 サブカルチャー論，Japan StudiesⅠ（宗教・思想） 日本文学 1542E

12 安酸　香織 助　教 世界近現代史，歴史学 歴史学，西洋史 1542B

13 藁科　智恵 助　教 ドイツ語Ⅰ・Ⅲ，ヨーロッパ文化史 ドイツ語教育，宗教学 1522I

令和３年４月６日

教　務　課

令和３年度大学院国際関係研究科研究アドバイザー

◎この制度の活用は…原則的に，学位論文等の指導は，研究指導教員及びサポート教員が行います。しかし，幅広い教養をつけることや専門教科
                    の周辺部門を比較する等の観点から助言等のアドバイスを受けたい場合，次の一覧にある「研究アドバイザー」より指導を
                    受けることができます。

◎研究ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰとは…大学院国際関係研究科の学生に対し修士論文作成や学会発表等に必要なアドバイスを専門分野に制約されず行う専任教員
　　　　　　　　　　 です。

以　　上　

◎この制度の目的は…大学院国際関係研究科の学生は，研究テーマにより２名の研究指導教員が決定され，学位論文等の指導を受けています。
　　　　　　　　　　また，大学院担当以外の教員もサポート教員として教育研究上の助言等を行っています。今後，さらに研究指導の充実・
                    発展を推し進め，組織的に大学院教育が行われるように「研究アドバイザー」という所属学科に制約されず，専任教員が
                    大学院生の研究指導等の教育に注力することを目的としています。


	大学院科目担当教員等

